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第
四
十
八
条
の
七
第
一
項
中
「
第
七
条
の
十
三
の
四
」
を
「
第
七
条
の
十
三
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、「
計
算
に
つ
い

て
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
十
三
の
四
第
二
項
の
規
定
は
そ
の
年
に
お
い
て
生
じ
た
同
号
に
規
定
す
る
損
失
の
金
額
の

う
ち
に
法
第
三
百
十
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
生
じ
た
損
失
の
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
生
じ
た
損
失
の
金
額
」
と
い
う
。）と
他
の
損
失
金
額
（
当
該
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
生
じ
た

損
失
の
金
額
以
外
の
同
号
に
規
定
す
る
損
失
の
金
額
を
い
う
。）と
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
年
に
お
い
て
生
じ
た
雑

損
失
の
金
額
に
つ
い
て
、
第
七
条
の
十
三
の
四
第
三
項
の
規
定
は
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
場
合
に

お
け
る
雑
損
失
の
金
額
の
う
ち
に
特
定
雑
損
失
金
額
と
他
の
雑
損
失
金
額
と
が
あ
る
と
き
の
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
に
つ
い
て
」
を
加
え
る
。

第
四
十
八
条
の
九
の
七
の
二
中
「
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
四
項
」
を
「
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
五
項
」に
、

「
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
四
項
」
を
「
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
九
の
七
の
三
中
「
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
四
項
」
を
「
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
五
項
」
に
改
め

る
。第

四
十
八
条
の
九
の
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
九
の
八

削
除

第
四
十
八
条
の
十
八
中
「
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
四
項
」
を
「
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
百
二
十
八
条
の
十
一
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
）

第
四
十
八
条
の
十
八
の
二

法
第
三
百
二
十
八
条
の
十
一
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し

た
金
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
当
該
特
別
徴
収
義
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
実
の
み

に
基
づ
い
て
同
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
納
入
申
告
、
決
定
又
は
更
正
が
あ
つ
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
そ

の
納
入
申
告
、
決
定
又
は
更
正
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
と
す
る
。

第
四
十
八
条
の
十
九
の
見
出
し
中
「
第
三
百
二
十
八
条
の
十
一
第
七
項
」
を
「
第
三
百
二
十
八
条
の
十
一
第
八
項
」

に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
百
二
十
八
条
の
十
一
第
七
項
に
規
定
す
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
」
を
「
第
三
百
二
十
八

条
の
十
一
第
八
項
に
規
定
す
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
三
百
二
十
八
条
の
十
一
第

七
項
」
を
「
第
三
百
二
十
八
条
の
十
一
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
中
「
第
百
三
十
三
条
若
し
く
は
」
を
「
第
百
三
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
」
に
、「
第
百
三
十
八
条
」
を

「
第
百
三
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
の
十
六
中
「
継
続
保
護
事
業
」
を
「
宿
泊
型
保
護
事
業
」
に
、「
一
時
保
護
事
業
」
を
「
通
所
・
訪
問
型

保
護
事
業
」
に
、「
連
絡
助
成
事
業
」
を
「
地
域
連
携
・
助
成
事
業
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
十
五
の
十
中
「
）
第
十
六
条
第
二
号
」
を
「
）
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号

中
「
第
十
六
条
第
二
号
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
六
条
第
三
号
」
を
「
第

十
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
六
条
第
四
号
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
」に
改
め
、

同
条
第
四
号
中
「
第
十
六
条
第
五
号
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
十
六
条
第
六

号
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
十
六
条
第
七
号
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
第
七

号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
の
十
の
四
第
一
号
中
「
又
は
基
盤
技
術
研
究
円
滑
化
法
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
十
一
条

第
一
号
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
」
を
削
る
。

第
五
十
二
条
の
二
十
一
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
四
百
六
十
三
条
の
三
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
）

第
五
十
二
条
の
二
十
一
の
二

法
第
四
百
六
十
三
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し

た
金
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
当
該
納
税
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
実
の
み
に
基
づ
い

て
同
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
申
告
、
決
定
又
は
更
正
が
あ
つ
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
申
告
、
決
定

又
は
更
正
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
と
す
る
。

第
五
十
二
条
の
二
十
二
の
見
出
し
中
「
第
四
百
六
十
三
条
の
三
第
七
項
」
を
「
第
四
百
六
十
三
条
の
三
第
八
項
」
に

改
め
、
同
条
中
「
第
四
百
六
十
三
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
」
を
「
第
四
百
六
十
三
条
の
三
第

八
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
四
百
六
十
三
条
の
三
第
七
項
」
を
「
第
四
百

六
十
三
条
の
三
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
四
百
八
十
三
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
）

第
五
十
三
条
の
四
の
二

法
第
四
百
八
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

は
、
同
項
に
規
定
す
る
当
該
申
告
納
税
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
実
の
み
に
基
づ
い
て

同
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
申
告
、
決
定
又
は
更
正
が
あ
つ
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
申
告
、
決
定
又

は
更
正
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
と
す
る
。

第
五
十
三
条
の
五
の
見
出
し
中
「
第
四
百
八
十
三
条
第
七
項
」
を
「
第
四
百
八
十
三
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
中

「
第
四
百
八
十
三
条
第
七
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
」
を
「
第
四
百
八
十
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
申
告
書

の
提
出
期
限
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
四
百
八
十
三
条
第
七
項
」
を
「
第
四
百
八
十
三
条
第
八
項
」
に
、「
同
条

第
七
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
の
八
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
五
百
三
十
六
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
）

第
五
十
三
条
の
九

法
第
五
百
三
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
は
、
同

項
に
規
定
す
る
当
該
納
税
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
実
の
み
に
基
づ
い
て
同
条
第
二
項

各
号
に
規
定
す
る
申
告
、
決
定
又
は
更
正
が
あ
つ
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
申
告
、
決
定
又
は
更
正
に
よ

り
納
付
す
べ
き
税
額
と
す
る
。

第
五
十
四
条
の
見
出
し
中
「
第
五
百
三
十
六
条
第
七
項
」
を
「
第
五
百
三
十
六
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第

五
百
三
十
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
」
を
「
第
五
百
三
十
六
条
第
八
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提

出
期
限
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
五
百
三
十
六
条
第
七
項
」
を
「
第
五
百
三
十
六
条
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
七

項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
の
四
十
五
第
四
項
第
二
号
イ
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」

に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
の
四
十
八
の
三
の
見
出
し
中
「
第
六
百
九
条
第
七
項
」
を
「
第
六
百
九
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
中

「
第
六
百
九
条
第
七
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
」
を
「
第
六
百
九
条
第
八
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期

限
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
六
百
九
条
第
七
項
」
を
「
第
六
百
九
条
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条

第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
四
条
の
四
十
八
の
四
と
し
、
第
五
十
四
条
の
四
十
八
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
法
第
六
百
九
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
）

第
五
十
四
条
の
四
十
八
の
三

法
第
六
百
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

は
、
同
項
に
規
定
す
る
当
該
納
税
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
実
の
み
に
基
づ
い
て
同
条

第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
申
告
、
決
定
又
は
更
正
が
あ
つ
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
申
告
、
決
定
又
は
更

正
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
と
す
る
。

第
五
十
四
条
の
五
十
九
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
六
百
八
十
八
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
）

第
五
十
四
条
の
五
十
九
の
三

法
第
六
百
八
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金

額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
当
該
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事

実
の
み
に
基
づ
い
て
同
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
納
入
申
告
、
修
正
申
告
、
決
定
又
は
更
正
が
あ
つ
た
も
の
と
し

た
場
合
に
お
け
る
そ
の
納
入
申
告
、
修
正
申
告
、
決
定
又
は
更
正
に
よ
り
納
付
し
、又
は
納
入
す
べ
き
税
額
と
す
る
。

第
五
十
四
条
の
六
十
の
見
出
し
中
「
第
六
百
八
十
八
条
第
七
項
」
を
「
第
六
百
八
十
八
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条

中
「
第
六
百
八
十
八
条
第
七
項
に
規
定
す
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
」
を
「
第
六
百
八
十
八
条
第
八
項
に
規
定
す
る

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
六
百
八
十
八
条
第
七
項
」
を「
第
六
百
八
十
八
条
第
八
項
」

に
、「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
十
一
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
七
百
一
条
の
十
二
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
）

第
五
十
六
条
の
十
一
の
二

法
第
七
百
一
条
の
十
二
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金

額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
当
該
特
別
徴
収
義
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
実
の
み
に
基

づ
い
て
同
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
納
入
申
告
、
決
定
又
は
更
正
が
あ
つ
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
納

入
申
告
、
決
定
又
は
更
正
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
と
す
る
。
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